
 

 

 

2026 年 11 月 9 日 

 

横浜ゴムの「ADVAN」装着車がタイヤコンペティション最終年となる「SUPER GT」 

GT300 クラスでシリーズチャンピオンを獲得、最終戦では 1 位・2 位を独占 

 

横浜ゴム（株）のグローバルフラッグシップタイヤブランド「ADVAN（アドバン）」を装着する KONDO RACING の

56号車が、11月8日（日）にモビリティリゾートもてぎ（栃木県）で開催された国内最高峰のGTカーレース「2026 

AUTOBACS SUPER GT」最終戦となる第 8 戦において、GT300 クラスでシリーズチャンピオンを獲得しました。また、

「ADVAN」を装着する JLOC 88 号車が優勝、seven x seven Racing 666 号車が 2 位を獲得し、複数のタイヤ

メーカーが競い合う最後のシーズン、最後のレースにおいて有終の美を飾りました。 

 

 シリーズチャンピオンを獲得したのは、KONDO RACING の「リアライズ日産メカニックチャレンジ GT-R（56 号車／

ジョアオ・パオロ・デ・オリベイラ選手／木村偉織選手）」です。ランキングトップで迎えた最終戦では、タイヤ無交換

で予選17番手から4位まで追い上げ、ドライバーとチームの両タイトルを獲得しました。GT300クラスのタイトル獲得は、

KONDO RACING とオリベイラ選手にとって 2022 年以来 4 年ぶり 3 度目、木村選手にとっては初となりました。 

 

 また、最終戦では、同じく「ADVAN」を装着する JLOC の「VENTENY Lamborghini GT3（88 号車／小暮

卓史選手／ダニール・クビアト選手）」がポールポジションからスタートし、決勝でも今季初優勝を飾りました。2 位には

seven x seven Racing の「seven x seven PORSCHE GT3R EVO（666 号車／スヴェン・ミューラー選手

／渡会太一選手）」が入り、「ADVAN」装着車によるワンツーフィニッシュでシーズンを締めくくりました。 

 

 横浜ゴムは、2024 年度から 2026 年度までの中期経営計画「Yokohama Transformation 2026

（YX2026）」（ヨコハマ・トランスフォーメーション・ニーゼロニーロク）のタイヤ消費財戦略において高付加価値品

比率の最大化を掲げ、グローバルフラッグシップタイヤブランド「ADVAN」、SUV・ピックアップトラック用タイヤブランド

「GEOLANDAR（ジオランダー）」、「ウィンタータイヤ」、そして 18 インチ以上のタイヤの拡販に取り組んでいます。

その中で、モータースポーツ活動を「ADVAN」「GEOLANDAR」のブランド価値向上の場と位置付け、トップカテゴリー

からグラスルーツカテゴリーまでグローバルでの多岐にわたるモータースポーツ競技に参戦しています。 
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シリーズチャンピオンを獲得した 

「リアライズ日産メカニックチャレンジ GT-R」 

シリーズチャンピオン獲得を喜ぶジョアオ・パオロ・デ・オリベイラ選手

（左）、近藤真彦監督（中央）、木村偉織選手（右） 

最終戦でポール・トゥ・ウインを達成した 

「VENTENY Lamborghini GT3」 

最終戦で 2 位の「seven x seven PORSCHE GT3R EVO」 

 最終戦での優勝を喜ぶダニール・クビアト選手（左）と小暮卓史選手 

最終戦で 2 位を獲得したスヴェン・ミューラー選手（左）と渡会太一選手 

このリリースに関するお問い合わせ先 

横浜ゴム（株）経営企画部 広報室 担当：池田 

TEL：0463-63-0414 FAX：0463-63-0552 


